
2025年度 研究内容

炭素前駆体から得られた炭素の耐水素暴露性

2025年度 研究成果

前駆体からの炭素を用いて結晶性の有無による耐水素暴露性の変化を検討する

試験条件 結果と考察

前駆体からの炭素ではわずかな差異が認められたが、耐水素暴露性に与える結晶性の影響は低い

図1 装置の概略図

試験条件

使用機器：管状炉

供試試料：フェノール樹脂炭、ピッチ炭
鱗状黒鉛、カーボンブラック(CB)

供試試料の作製
熱硬化 : 270℃, 50℃/min, 10h, Air
熱分解：2回繰り返す

1000℃, 10℃/min, 4h, 500ml/min-Ar

耐水素暴露性：
1300 C, 10 C/min, 4h, 500ml/min-H2
1300℃, 10℃/min, 4h, 500ml/min-Ar

測定項目：
微構造写真(SEM-EDS)
重量変化率

図1  表1から算出した試験前後における重量減少率
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Carbon neutral

日本の鉄鋼産業は地球温暖化ガスの
主要因であるCO2ガスの排出量が多い

2030年までに30%抑制、
2050年までに100%抑制
させることを目標

COURSE50

高炉 熱風炉

COURSE50を達成させる方法の1つとして
コークス(C)から水素(H2)へ変えて製造する方法が提案

2050

2Fe2O3+3C
→4Fe+3CO2

Fe2O3+3H2
→2Fe+3H2O

前駆体からの炭素は原料炭素よりも耐水素暴露性が若干低かった。
フェノール炭(結晶性：低)はピッチ炭(結晶性：高)よりも耐水素暴露性が低かった。

表1 各工程前後の重量減少率

フェノール樹脂 ピッチ

シリカも炭素も結晶性が異なるにもかかわらず、
耐水素暴露性は変化しない結果が得られた。

耐火物ではバインダーが多用
される。バインダーからの前駆
体炭素でも検討することとした

図2 試験前後の外観写真 図3 試験前後のXRDパターン
各前駆体炭素において、試験前後における微構造やXRDpターンに差異は見受けられなかった。

炭素の構造欠陥といったミクロな部分で水素との反応性が異なる可能性が高い。


